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成果の概要／川名 雄一郎 
 
本書は、古代から綿々と論じられてきた「徳」と近代の現実である「商業」が緊張をはらみ

つつ複雑に交錯しながら成立し拡大していった「文明社会」をテーマに、これらに関連する理

論を組み立てた近代ヨーロッパの思想家の営みを、ジョン・ポーコックらによって刷新された

20 世紀後半の思想史研究の成果を踏まえつつ、テクストとコンテクストの相互作用に着目し
ながら論じており、近代ヨーロッパの多様で豊かな思想世界を社会思想、政治思想、経済思想

などのさまざまな側面から描き出すことを試みたものである。 
第１章は 17 世紀の貨幣、銀行、信用論争と、従来から経済思想史で取り上げられてきた利

子論論争の実態を分析した。第２章は、18 世紀初頭のジョン・ローの信用論の意義を、それ
に対するダニエル・デフォーの批判と対比しながら論じた。第３章は「初期啓蒙」や「保守的

啓蒙」とも呼ばれてきた 17世紀末から 18世紀初頭にかけてのイングランド思想を、中心人物
であるジョン・ロックの思想を分析した。第４章では盛期啓蒙思想と自然法学の伝統とのかか

わりが、プーフェンドルフにおける社交性と自愛心を分析した。第５章では 18 世紀初頭の啓
蒙主義者サン＝ピエールの思想をアウグスティヌス主義とそこからの離脱という視点から解

明することが試みられた。第６章は「文明社会論」という文脈の起源を取り上げた。第７章は

唯名論とアダム・スミスとの方法論的なかかわりを、第８章は進歩主義の経済学的な論証とさ

れるスミス『国富論』における歴史記述を、第 9章はスミスの「見えざる手」の観念の起源を、
それぞれ論じている。第 10 章ではプーフェンドルフとルソーとの比較から自然法学とルソー
の共通性を探っている。第 11章ではフランス革命に対するマルサスの対応を分析した。第 12
章では功利主義と共和主義のかかわりをベンサムのアメリカ理解を中心に扱った。第 13 章で
はロマン主義の巨頭コールリッジのテクスト読解をめぐる論争を検討した。第 14 章と第 15
章では現代自由主義の思想家である F.A.ハイエクと自由主義者アイン・ランドをそれぞれ取り
上げている。最後の第 16 章は、現代経済学の基本的な手法であるゲーム論を使用して、スミ
ス的な「公平な観察者」を理論的に再構成しようとする試みを紹介する。 
本書は 17世紀から 19世紀初頭にかけての社会思想、政治思想、経済思想を扱いながら、現

代の支配的イデオロギーである自由主義や民主主義と異なる、徳と商業が交錯していた近代ヨ

ーロッパ文明社会の思想世界を描き出している。本書が対象としたテクストが書かれたのは、

個人の間の信頼に基づきながら、自分自身を大切にし、自分の能力を発揮しようとする意欲、

それを支える実際に即した世界の理解などを重視して、それらを可能にし、保証し、発展させ

るための制度や法や国家のあり方が探究された時代だった。それは工業化、民主化や科学主義

によって特徴づけられた 19 世紀以後の世界とは大きく異なっていた。この時代には身分と階
級が存在し、政治的民主主義はなく、王権の絶対性の観念もまだ生きていた。知識人も含め、

大半の人々が何らかの形で神を信じ、そこに最後の拠り所を求めていた。科学的知識は信頼さ

れ、ますます重視されていったが、それには常に限界があると考えられた。「古代」の理念や

「中世」の学問も批判を受けつつ、形を変えながら継承され生産的な役割を果たしていた。人

間の物質的な豊かさは倫理的成長の基礎であると考えられ、人間は道徳的存在としての完成に



近づいていくべき使命を持っていた。このような考え方は、一見すると、現代とはまったく異

質のように思われるが、現代の多くの思想がそこに起源を持っていたことも否定できない。本

書が扱った多彩な思想家たちは「徳・商業・文明社会」というテーマに関連する諸問題をそれ

ぞれの視点から理解しようとした。そうした努力の中から、現代世界の骨格となる諸観念が

徐々に現れてきたということができるだろう。この時代に論じられていた諸問題には現代がい

まだ未解決のものの多くあり、本書が分析の対象とした近代ヨーロッパ思想は、現代のあり方

を深く知るとともに、その彼方を展望することにも役立つだろう。 
 


